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枚方市にスケートボードパー
クを作ってほしい

　枚方市にスケートボードパークを作ってほしいで
す。八幡市はスケートボードが建設されています。
オリンピックでスケートボード選手が活躍され、ス
ポーツとしてスケートボードができる環境を枚方市に
作ってほしいです。

　スケートボードパークの建設については、他市のスケートボードパークを実際に視察しながら、可能性を検討しているところです。今後、若い世代の皆様の声にも耳
を傾けながら、安全にスケートボードができる環境整備を考えてまいります。 2021/9/2 2021/10/27

スポーツ振興課
みち・みどり室

藤阪駅周辺での喫煙につい
て

　藤阪駅周辺での喫煙者が多く、受動喫煙が気にな
ります。路上や駅周辺での喫煙も禁止にしてほしい
です。

　JR藤阪駅周辺は路上喫煙禁止区域ではありませんが、本市では条例で市内全域での歩きたばこを禁止しており、喫煙の際は、他の人に迷惑をかけないよう行っ
ていただく必要があります。市内各駅にも協力いただきながら喫煙マナー向上に向けた啓発を行っているところであり、藤阪駅周辺でも、周囲に迷惑となる喫煙はや
めていただけるよう啓発ポスターを掲示しています。
　今回現地を確認したところ、ポスターが劣化して目立たなくなっていましたので、撤去し、新たにより強いメッセージ性のあるポスターを掲示し直しました。今後も引
き続き、喫煙マナーの向上に向け取り組みを進めてまいります。

2021/9/6 2021/11/9 環境政策室 環境保全担当

乳幼児健診について

　子どもについて集団での様子から気付くことは多く
ありますが、健診では、個人情報保護のため、保健
センターに個人の情報を伝えられず、家庭での様子
だけで判断されてしまいます。保育所などに通って
いる子について、保育所へアンケートを行ない、家
庭と保育所の情報を併せて健診が行われるような
制度に作りかえていただけないでしょうか。

　乳幼児健診については、３歳６か月児健診以降も希望者には、発達相談員が子どもの状況を聞き取り、学校園と連携しながら、継続的な支援を行っているところで
す。集団生活の中でうまく適応できずお困りの場合は、保護者同意のうえで、保育所・園や幼稚園から連絡をいただき、子どもの発達段階に応じて、集団生活での
関わり方や工夫など、発達支援のサポートを行っています。また、本市の３歳６か月児健康診査では、集団生活での様子も聞き取りを行い、発達支援が必要と見受
けられる場合は、子どもに応じた案内や助言を行います。
　子どもの発達については、保護者の皆様の認識も様々であり、適切な支援につなげるためにも、保護者同意の上での連携が重要と考えています。今後も関係機
関の皆様と協力し、適切な支援につなぐよう取り組んでまいります。

2021/9/27 2021/11/19
地域健康福祉室
母子保健担当

市内のゴミ回収について

　ゴミ回収(資源ゴミ)の日に、委託業者以外の人が
資源ゴミを回収しています。市が見回りなどをしてい
ますが、改善していません。市内の条例整備の徹底
や枚方市警との一斉摘発などをしてください。

　本市では資源物等の持ち去り行為を禁止するため、平成25年１月に関係条例の一部を改正し、併せて早朝パトロールを実施しているところです。条例の改正後、
持ち去り行為は減少し、一定の成果が表れているものと考えています。しかし、一部の持ち去り行為者が横行していることも事実であり、最近ではパトロール車を見
つけると速度を上げて逃走する者もいるため、追跡を断念せざるを得ないケースもありますが、今後も持ち去り行為の排除に向け、資源物が狙われやすい場所を中
心に警察と連携しながら、早朝パトロールを実施してまいります。

2021/10/13 2021/11/8 減量業務室

市民ギャラリーやふれあい
ホールの閉館について

　作品展示会を市民ギャラリーや、ふれあいホール
で開催していましたが、両施設が９月末で閉館し、
ひらしん美術ギャラリ-に移管するとのこと。新しい
施設は制約が多いように感じますし、使用料も高額
になるのではと思います。

　市民ギャラリー及びふれあいホールは施設の老朽化が著しく、また、作品搬入口や駐車場・駐輪場も完備されていないことなどから、市民の皆様により使いやすく
喜んでいただけるよう、９月に新たな文化芸術の拠点として整備した総合文化芸術センター内に「ひらしん美術ギャラリー」として新設移転しました。
　施設使用料については、市民ギャラリーの第２展示室（約84㎡）は53,000円であったのに対し、ひらしん美術ギャラリーの展示室２（約80㎡）は49,900円と変わりな
い料金で利用いただけます。また、ひらしん美術ギャラリーは各展示室を半分の面積で利用も可能で、展示室３を半分の面積（約55㎡）で利用の場合は38,950円と、
リーズナブルな料金で利用いただけます。
　展示室１（約90㎡で54,500円）・展示室２（約80㎡で49,900円）についても、空室がある場合は、半分の面積（展示室１は約45㎡で27,250円、展示室２は約40㎡で
24,950円）で利用が可能です。詳細は、総合文化芸術センター（電話072-845-4910）までお問い合わせください。 今後も、本市の文化芸術の発展により一層寄与す
るべく、取り組んでまいります。

2021/10/15 2021/11/11 文化生涯学習課

中学校に通う子どもたちの自
転車通学について

　うちの地域は飛び地で、区でも一番遠く、ひと気の
ない道もあり、不審者情報もあります。いざと言う時
に大型で重いのリュックを背負ってる状態では何も
出来ません。子どもが身を守るために、中学校の自
転車通学を可能にしてください。

　川越小学校の児童は東香里中学校と桜丘中学校に分かれて進学していましたが、全員が同じ中学校に進学できるよう、平成26年４月から東香里中学校への通学
区域（いわゆる「一小一中」）に変更しました。
　この校区変更により地域によっては、約１キロ通学距離が長くなっていることは認識しています。自転車通学は不審者や犯罪者に遭遇した場合、回避しやすいとい
う意見がある一方で、市内には信号のない横断歩道や幅が狭い道路も点在しており、こうした道路事情や交通事故の実態を考えると、現時点では、自転車通学する
子どもたちの安全を確保できる状況は整っていないと判断しています。自転車通学については、今後も引き続き検討していく必要があると考えていますが、現段階で
は交通事故から、子どもたちの生命を守ることが最優先であると考えています。
　今後も学校や道路管理者、警察と連携しながら、児童・生徒の通学路の安全対策を図ってまいりますので、ご理解いただきますようお願いいたします。

2021/10/16 2021/11/12 新しい学校推進室
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FMひらかたの終了について
　災害時にラジオは大事な通信の手段ではないで
しょうか。FMひらかたをなくさないでください。

　FMひらかたは、災害時に市民に情報を伝達する放送局として平成９年に設立され、平常時にはコミュニティ放送局として防災や教育、子育て、健康、福祉など、さ
まざまな市政情報の放送を委託し、支援してきました。
　平成30年の大阪北部地震や台風21号では、本市においても甚大な被害が発生し、市民の住居をはじめ、公共施設においても多数の被害が発生しました。この様
な大規模災害時には、情報伝達手段についても想定外の被害に備えておく必要があり、市ではFMひらかたが災害時の唯一の情報伝達手段という状況から、情報
伝達手段の複数化・多様化を進めてきました。一方で、インターネットの普及やラジオを聞くリスナーが減少するなど、FMひらかたを取り巻く環境は大きく変化してい
ます。
　市では、未来に向けて持続可能で魅力あるまちづくりを進めるため、行財政改革や事業見直しに継続して取り組んでいますが、FMひらかたへの放送委託（令和３
年度放送委託料5000万円）についても、この間の社会状況の変化や市民の実災害時における活用実態、多額の税金を継続して投入する効果等、改めて総合的な
見地から検証を行い、苦渋の決断ではありますが、放送委託の廃止を決定しました。
　現在、災害時の情報伝達手段としてインターネットやSNSの活用と合わせ、防災無線や指定避難所への情報伝達手段の確保を行うとともに、災害情報のプッシュ
配信やエリアメール、テレビや広域ラジオ等の災害テロップや災害放送の情報源となるＬアラートの活用、さらには今年度から固定電話への自動音声配信システム
を導入しました。また、災害の状況によっては、広報車両の巡回による情報伝達や、災害時に限定して緊急に市がFM放送局を設置できる臨時災害放送局の活用に
ついても国に事前確認を行っており、大規模災害に備えているところです。
　市民の皆様のご心配を真摯に受け止め、引き続き、情報伝達に関する技術革新も踏まえながら、効果的な手法を研究し、市民への情報伝達手段の多様化と充実
に向けて取り組んでまいります。

2021/10/25
2021/11/26
2021/11/29

広報プロモーション課


